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緒　　　言

経営規模の拡大や畜摩公害などにより,平地の舎飼方式から山地の放牧方式-経営を移行してい

く場合,飼養方式や環境の変化および初期における草地の生産力の低さ等から,充分な生産をあげ

るようになるにはかなりの歳月を要することが一般に言われている｡一方,山地酪農として定着し

た経営になった場合でも,放牧では充分な乾物を摂取させることが困難であるため,山地放牧での

高泌乳牛の飼養は敬遠される傾向にある｡しかしながら,山地酪農では,草地管理技術8,ll)の向上

により,放牧での低コストの牧草の利用が可能であり,避難林の活用12)など,牛の行動生態を生か

した合理的な管理技術を確立する可能性は多く残されている｡

本研究は平地での舎飼による飼養形態から山地放牧の飼養形態へ移行した鹿児島大学農学部附属

農場入来牧場のホルスタイン種が,一般的なホルスタイン種の泌乳能力および繁殖能力2,3)を発揮す

るまでの過程を年度および季節を要因として分析し,南九州における山地放牧による飼養で泌乳能力

および繁殖能力を向上させるための技術的な指針を得ようとしたものである｡

材料と方法

1.山地放牧方式への移行と調査牛の飼養状況

1972年6月1日に,鹿児島大学農学部構内で舎飼方式によって飼養されていた乳牛群が,鹿児島

県北部にある鹿児島大学農学部附属農場入来牧場(標高510-540 ∽)へ移転され,山地放牧方式に

よる飼養が開始された｡

1972年から1976年の間はミルキングパーラーによる搾乳であり,春季から秋季までは畜舎周辺の

草地で輪換放牧し,夏季から秋季にかけての草生不良期には採草地や畑地の牧草を補食させた｡放

牧地は地力が低く,岩石が多いため草地管理が不充分となり,ススキが侵入していた｡採草地も新

盤地のため石磯が多く,地力が低く,牧草の収穫量は少なかった.畑地でのソルゴーは比較的安定

した収量が得られたが,フレイル型--ベスターによる収穫であったため,サイレージの品質が悪

く,牛の採食率が低下し,冬季の貯蔵飼料は大幅に不足した｡ 4月から11月の間は星夜放牧とし,
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12月から3月の間は昼夜とも運動場に放飼し,濃厚飼料は1日1頭当り2-3feを給与した｡この

ため,この間のホルスタイン種の飼養条件は極めて劣悪なものであった1977年から1978年の間は

ミルキングパーラーによる搾乳からスタンチョン式による搾乳へと搾乳形態が変更された｡この間

に放牧地の草生が次第に向上し,採草地や畑地の収量も増加し,安定する傾向が認められた｡ 4月

から11月の間は昼夜放牧とし, 12月から3月の間は夜間は舎飼とし,昼間は運動場-放飼した｡濃

厚飼料の給与量は泌乳量によって増減させ,個体管理が可能な状況にあった｡

2.体重,乳量および繁殖成績

体重は毎月1回,月始めの1日から5日の間に,午前10時前後に測定し,分娩年度および季節別

の体重の推移を比較した｡乳量は毎日の泌乳量を記録し,分娩後7日以後の泌乳量について20日間

ごとの平均乳量によって乳量の推移を表わし,分娩年度および分娩季節別の泌乳曲線を比較した｡

また,繁殖成績は繁殖台帳を用いて調査した｡調査に供したホルスタイン種は1972年から1978年の

間に分娩した延べ112頭であった｡

結果と考察

1.放牧ホルスタイン種の体重変動に及ぼす分娩年度および季節の影響

放牧ホルスタイン種の分娩年度別の妊娠期および泌乳期の体重の推移は第1図のとおりであり,

体重の年度間の分散分析は第1表のとおりである｡

入来牧場-移転した年度に分娩したホルスタイン種の平均体重は536.2±26.7kgで軽く,年度の

経過とともに妊娠期および泌乳期で体重が増加して推移する傾向を示した｡しかし,妊娠期から泌

乳期にかけての標準的な体重の推移4)が認められるようになったのは1978年であり,放牧方式へ移

行してから7年目であった｡受胎時の体重は年度間で有意な差は認められなかったが,妊娠7カ月

からその差が有意となり,妊娠末期には,移転頭初と7年後では平均104.5kgの差が認められた｡

泌乳期においても,分娩後5ヵ月間の泌乳前期から中期にかけて年度間で有意な差が認められた｡

また,泌乳末期において年度間で有意な差が認められたが,これは年度による受胎率の違いが影響

したものと考えられる｡特に,泌乳成績に影響する妊娠末期から泌乳最盛期の体重に年度間で有意
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第1図　放牧ホルスタイン種の分娩年度別の妊娠期および泌乳期の体重の推移

Fig. 1. Body weight changes from gestation to lactation periods of graz-

ing Holstein in different years.

△ 1978 (n-20)　　▲ 1976 (n-18)　　0 1974 (n-19)　　�"1972 (n-ll)

(代表的な年度の体重の推移を図示した)

(Body weight changes of the representative years were illustrated.)
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放牧ホルスタイン種の体重,泌乳量および繁殖成績に及ぼす年度･季節の影響

第1表　放牧ホルスタイン種の妊娠期および泌乳期体重の年度間の分散分析

Table 1. Analysis of variance of body weight changes from gestation to lactation periods

of grazing Holstein in different years
●
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な差が認められたのは,年度による放牧地や探草地の牧草生産量の増減が主な原因であると思われ

る｡冬季の貯蔵飼料確保のための圃場や放牧地など粗飼料生産基盤の整備が正常な体重の推移に到

達するまでの期間を短縮するために重要であることは,本調査結果からも強調される点である｡一

方,ホルスタイン種の体重は,一般に550-650teの中型牛が生産効率が高い4,5)ことから,適正な

体型-の改良のための種雄牛の選定も,同時に重視される必要がある｡

分娩季節別の妊娠期および泌乳期の体重の推移は第2図のとおりであり,体重の季節間の分散分

析は第2表のとおりである｡

春季の分娩牛は妊娠末期の体重が増加すべき時期が冬季となるため,妊娠末期にもかかわらず体

重が減少して分娩しており,冬季の貯蔵飼料不足の影響を強く受けていた｡夏季分娩牛は妊娠中期

が冬季となるため,この時期の体重の増加は認められなかった｡秋季分娩牛は妊娠前中期および泌

乳最盛期が冬季となるため,この時期の体重は減少する傾向で推移した｡また,冬季分娩牛は分娩

後の泌乳に伴って体重は減少し,夏季になって増加する傾向を示した｡これらの体重の推移の傾向

は当場で周年放牧方式で飼養されていた1968年から1975年の間の黒毛和種繁殖雌牛の傾向10)とほぼ

同様なものであった｡分娩季節による体重の推移の差は妊娠7カ月から泌乳開始後4ヵ月ごろまで

の間に有意な差が認められ,年度による差とほぼ同様な傾向を示した｡特に,冬季の影響は最も大
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第2図　放牧ホルスタイン種の分娩季節別の妊娠期および泌乳期の体重の推移

Fig. 2. Body weight changes from gestation to lactation period of grazing

Holstein in different seasons.

●　春季(n-43)　○　夏季(n-27)　▲秋季(n-24)　△冬季(n-21

Spring Summer Fall Winter

第2表　放牧ホルスタイン種の妊娠期および泌乳期体重の季節間の分散分析

Table 2. Analysis of variance of body weight changes from gestation to

lactation period of grazing Holstein in different seasons
●
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きく,妊娠および泌乳のすべての時期に体重は減少する傾向を示し,冬季の貯蔵飼料確保が他の業

務に優先して重要であることが示唆された｡

2.放牧ホルスタイン種の泌乳曲線に及ぼす分娩年度および季節の影響

分娩年度別の泌乳曲線は第3図のとおりであり,分娩年度間の分散分析は第3表のとおりである｡

放牧方式へ移行した年である1972年の泌乳曲線は低く推移したが,その後の3年間の曲線はさら

に低く推移し, 4年目の1976年から高く推移する傾向を示し,体重の推移と同様に7年目から標準

的な泌乳曲線6)が認められるようになった｡このため,すべての泌乳期の乳量に年度間で1%水準

の有意な差が認められた｡泌乳全期を通して年度間でこのように異なる乳量を示したのは,年度間

でのTDNの総給与量が大きく異なったためであり,特に,維持のためのTDNの給源である粗飼

料の生産量が1976年頃から地力の向上によって増加し,さらに1977年からはスタンチョンによる個

体管理が可能となったためであると考えられる｡

分娩季節別の泌乳曲線は第4図のとおりであり,季節間の分散分析は第4表のとおりである｡

春季分娩牛は,特に,梅雨李に乳量が減少し,さらに,夏季から秋季にかけて大きく減少する傾

向を示し,夏季分娩牛では秋季から初冬にかけて減少し,秋季分娩牛では晩秋に減少し,冬季分娩

牛では泌乳末期の夏季から秋季に減少が認められた｡このように,泌乳曲線に対する季節の影響は

体重の場合とは異なり,特に,高温となり放牧地の草生も低下する夏季から秋季にかけての時期に

強く表われる傾向を示した｡これらの結果は舎飼牛での暑熱の影響を受ける泌乳曲線の推移9)の特

徴とほぼ同様であった｡このことから,南九州における山地放牧方式での産乳量を増加させるには

夏季から秋季の高温期の放牧時間帯,避難林の活用12)による防暑対策および放牧地の草生改良など,

山地放牧方式の有利な条件を生かした総合的な管理技術の検討が必要であると考えられた｡

分娩年および季節別の305日年齢補正乳量,最高日乳量および最高日乳量までの到達日数は第5

表のとおりである｡

305日年齢補正乳量の推移をみると,泌乳曲線の場合と同様に,移転後の3年間は年度の経過と

ともに減少する傾向を示し, 4年目より増加し始め, 7年目に6495.3±585.3kgに達した　305日
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第3図　放牧ホルスタイン種の分娩年度別の泌乳曲線

Fig. 3. Lactation curves of grazing Holstein in different

years.

△ 1978(n-20)　▲ 1976(n-19)　0 1974(n-19)　�"1972(n-ll)

(代表的年度の泌乳曲線を図示した)

(Lactation curves of the representative years were illustrated. )
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第3表　放牛ホルスタイン種泌乳曲線の分娩年度間の分散分析

Table 3. Analysis of variance of lactation curves of grazing

Holstein in different years
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第4図　放牧ホルスタイン種の分娩季節別の泌乳曲線

Fig. 4. Lactation curves of grazing Holstein in different seasons.

●　春季(n-43)　○　夏季(n-26)　▲秋季(n-23)　△　冬季　n-21)

Spring Summer Fall Winter

年齢補正乳量が年度間で1%水準の有意な差が認められることから,現在のホルスタイン種では飼

養管理の改善によってこの程度の産乳量をあげることは可能であって,特に,粗飼料生産基盤の充

実が目標とする産乳量に到達するための期間を短縮するものと思われた｡最高日乳量の年度による
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第4表　放牧ホルスタイン種泌乳曲線の分娩季節間の分散分析

Table 4. Analysis of variance of lactation curves of grazing Holstein in different seasons

変動要因
Source of variation

Lactation period　　　　　　季　節
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第5表　放牧ホルスタイン種の年度および季節別の泌乳成績

Table 5. Lactational performance of grazing Holstein in different years and seasons

305日年齢補正乳量(kg)

Milk yield corrected by

年度および季節　　305 days and ages(鹿)

Year and season　　頭数　平均値　標準偏差

No.of　　富　士　S.D.

cows

最高日乳量　　　　　　　最高日乳量までの到達日数
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推移は相関の高い305日年齢補正乳量の推移とほぼ対応して推移し,年度間で1%水準の有意な差

が認められた｡また,最高日乳量までの到達日数は泌乳量の増加に伴なって30日前後に定着してき

たが,年度間では有意な差は認められなかった｡分娩季節別の305日年齢補正乳量は季節間で有意

な差は認められなかった｡しかし,夏季分娩牛の泌乳量は少ない傾向を示し,泌乳量最盛期に夏季

から秋季の暑熱と草生の低下11)の影響を最も受けるためであると思われた｡最高日乳量は季節によ

る有意な差は認められないが,春季の分娩牛が高くなる傾向を示した｡また,最高日乳量までの到

達日数は秋季から冬季の分娩牛が長くなる傾向を示し,季節間で1 %水準の有意な差が認められた｡

3.放牧ホルスタイン種の繁殖成績に及ぼす分娩年度および季節の影響

分娩年および季節別の分娩後初回授精までに要した日数,受胎に要した日数,授精回数および分

娩間隔は第6表のとおりである｡

繁殖成績を年度間で比較すると,分娩後初回授精までに要した日数は有意な差が認められなかっ

た｡このことから,初回発情に対しては,極端な低栄養水準でなければ栄養水準の影響を受けにく

いことが推察された｡一方,受胎に要した日数や授精回数および分娩間隔は飼養条件が改善された

1977年からは明らかに良好な成績を示したが,個体差が大きく,年度間では有意な差は認められな

かった｡また,繁殖成績を分娩季節別に見ると,分娩後初回授精までに要した日数,受胎に要した

日数,授精回数7)および分娩間隔は季節間で有意差は認められなかった｡このことからち,繁殖成

績を向上させるためには個体ごとの繁殖管理が重要であると考えられた｡しかし,春季分娩牛は初

回授精までの日数は短くなる傾向を示したが,夏季分娩牛は受胎に要した日数や分娩間隔および授

精回数が多くなる傾向を示した｡このことから,夏季分娩午の繁殖管理には,特に,注意が必要で

あると思われた　Brantonら1)が報告しているように,一般的なホルスタイン種の繁殖能力2,3)を発

揮させることは,南九州での山地放牧方式の飼養においても可能であることが本調査においても明

らかになった｡･

第6表　放牧ホルスタイン種d)年度および季節別の繁殖成績

Table 6. Reproductive ability of grazing Holstein in different years and seasons

分娩後初剛封爵までに要し分娩後受胎に要した日数授精回数分娩間隔(日)
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以上の結果から,南九州における山地放牧方式での泌乳能力を向上させるためには,冬季の貯蔵

飼料確保を基礎にして,夏季から秋季の間においては放牧時間帯の検討や避難林の活用による防暑

対策および放牧地草生の改良が必要であり,繁殖成績を向上させるためには,個体ごとの繁殖管理

とともに夏季分娩牛の繁殖管理が必要であると思われた｡

摘　　　要

放牧ホルスタイン種の体重,泌乳量および繁殖成績におよぼす年度･季節の影響について,鹿児

瑞大学入来牧場で1972年に放牧方式での飼養を開始してから19グ8年までに分娩した延べ112頭につ

いて調査し,南九州における山地酪農の技術的な指針を得ようとした｡

1.体重は年度の経過とともに大きくなる傾向を示し,妊娠後期から泌乳中期に年度間で有意な

差が認められた｡分娩季節による体重の差も,年度間の差とほぼ同様に,妊娠後期から泌乳中期に

有意な差が認められた｡また,妊娠期や泌乳期に関係なく,冬季は体重の減少が顕著であった｡

2.泌乳量は放牧方式による飼養を開始して4年目から増加する傾向を示し,全乳期において年

度間で1 %水準の有意な差が認められた｡泌乳曲線に対する季節の影響は夏季から秋季にかけて認

められ,この間にはすべての季節の分娩牛が暑熱や放牧地の草量の低下により泌乳量を減少させた｡

3.繁殖成績は年度とともに向上する傾向を示し,季節の影響を受けて夏季分娩牛の繁殖成績が

低下する傾向を示した｡しかし,繁殖成績には年度および季節間で有意な差は認められなかった｡
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Summary

＼

This field survey was carried out for the purpose of improving the grazing system in

Southern area of Kyushu. Total 112 cows of grazing Holstein were used to investigate

the effects of years and seasons on body weights, milk yield and reproductive ability.

Those cows were raised at Iriki Livestock Farm of Kagoshima University during the

period from 1972 to 1978.

1. Body weight showed a tendency to increase with the passage of years. In the
●                                                                                                                                                                                                                 ●

body weight changes happening from the period of gestation to that of lactation, significant

differences due to the passage of years were recognized in the term lasting from the latter

period of gestation to the middle period of lactation. Significant differences due to the

shift of seasons were recognized too, which were noted to be the same ones as those due

to the passage of years. In winter body weight decreased markedly independently of the

gestation and lactation periods.

2. Milk yield showed an increasing tendency from the fourth year when the breeding

was occasioned by grazing system. Significant differences in milk yield (P<0.01) were

recognized throughout the lactation periods with the passage of years. Effects of the shift

of seasons on lactation curves were recognized during the period from Summer to Fall.

All cows decreased milk yields in these seasons due to hot weather and scantiness of

grasses in pastures.

3. Reproductive ability increased with the passage of years. Reproductive ability of

cows which delivered in Summer tended to decrease. But no significant differences in

reproductive abilities between the one happening with the passage of years and another
O

with the shift of season were recognized.
●
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